
ひだか ひだか 

2p

ケーブルテレビ事業 

補正予算 

3p

高率入札を委員会付託 

工事契約 

一般質問 

委員会報告 

4p

ゴミにするのはもったいない 

8p

不審者対策は万全か？ 

未来のファッションモデルかな？ 

小さな冊子にあふれるニュース 第 号 平成 １７ 年 ７ 月 ２９ 日 
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短
冊
に
　
い
ろ
ん
な
字
体
で
　
願
い
こ
め

短
冊
に
　
い
ろ
ん
な
字
体
で
　
願
い
こ
め 

短
冊
に
　
い
ろ
ん
な
字
体
で
　
願
い
こ
め 

　
　
　
　
　
　
よ
し
坊 

１０２ 
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既
定
の
予
算
額
に
６
７
３
１
万
２
千
円
を
追
加
し
、

４１
億
１
５
８
万
８
千
円
と
す
る
。 

　
主
な
内
容
は
、
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

施
設
整
備
事
業
に
係
る
加
入
負
担
金
６
３
７
８
万

８
千
円
、
自
主
防
災
組
織
資
機
材
購
入
費
に
１
４

９
万
８
千
円
、
等
。 

　第2回定例会は、6月13日から21日まで、 
9日間の会期で開催した。 
　今定例会には報告1件、諮問1件、議案8件が提案され、うち工事請負契
約の締結議案が、下水道対策特別委員会に付託されたが、慎重審議の結果、
それぞれ原案のとおり可決した。 

ケーブルテレビとは、地上波放送や衛星放送を受信し、ケー
ブルテレビ網（光ファイバーケーブルと同軸ケーブル）を使
って各家庭までお届けするシステムです。 

       

　 

既
定
の
予
算
額
に
１
１
２
 

７
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総

額
８
億
９
８
１
４
万
１
千
円

と
す
る
。
主
な
内
容
は
、
平

成
１６
年
度
老
人
医
療
費
償
還

金
。
 

総
務
課
長

総
務
課
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 

総
務
課
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 

総
務
課
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 

温
泉
館
長

温
泉
館
長 

温
泉
館
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 

温
泉
館
長

温
泉
館
長 

温
泉
館
長 

助
役
助
役 

助
役 

町
長
町
長 

町
長 

新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル 

テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
に
対

す
る
負
担
区
分
は
。 

　
　  

町
内
全
域
に
お
い
て
、

同
事
業
の
普
及
促
進
を
図
る

上
で
、
町
に
よ
る
一
括
買
い

取
り
方
式
が
有
効
と
の
考
え

か
ら
、
一
般
世
帯
２
６
０
０
件
、

公
共
施
設
４０
件
、
事
業
所
６０

件
の
２
７
０
０
件
に
つ
い
て
、

加
入
金
及
び
引
込
み
工
事
に

係
る
負
担
金
な
ど
の
６
３
７

８
万
８
千
円
を
予
算
計
上
し

た
。 

　
財
源
措
置
に
つ
い
て
は
、

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
基
金

を
充
当
す
る
。 

各
戸
の
加
入
金
、
引
き 

込
み
工
事
費
を
町
が
負
担
し

て
く
れ
る
の
は
有
り
難
い
が
、

後
の
使
用
料
１
０
５
０
円
が

ネ
ッ
ク
に
な
る
の
で
は
と
懸

念
さ
れ
る
が
、
半
額
く
ら
い

に
な
ら
な
い
か
。 

今
後
、
加
入
率
を
高 

め
る
た
め
に
も
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
十
分
交
渉
す
る
。 

  

行
政
改
革
推
進
委
員
会 

委
員
報
償
金
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
を
。 

各
種
団
体
、
事 

業
所
、
有
識
者
よ
り
１０
名
を

選
出
し
、
２
回
の
委
員
会
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。 

  

今
後
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
　
　
１０
月
に
県
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

８
月
中
に
ま
と
め
て
、
９
月

中
に
こ
の
諮
問
委
員
会
を
開

き
た
い
。 

  

温
泉
館
運
営
検
討
委
員 

会
委
員
報
償
費
に
つ
い
て
の

説
明
を
。 

学
識
経
験
者
、 

団
体
代
表
者
の
中
か
ら
経
営

な
ど
に
博
識
の
あ
る
方
、
５

名
を
考
え
て
い
る
。 

 

こ
の
温
泉
館
に
つ
い
て 

は
議
会
毎
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
。 

　
今
に
な
っ
て
責
任
を
転
嫁

す
る
の
か
。 

 

年
々
赤
字
が
累 

積
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
対

処
を
ど
う
し
て
行
く
か
を
検

討
し
な
が
ら
今
後
取
り
組
ん

で
行
く
。 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

1 . 3 5％ 
5 . 5％ 

7，300円 
4，200円 

1 . 6％ 
6 . 0％ 

8，200円 
4，700円 

旧税率（額） 新税率（額） 

国保税介護納付金改定 
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当
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い

て
６
月
１５
日
、
２０
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
町

長
、
助
役
、
担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
昨
年

度
よ
り
現
在
に
至
る
入
札
結
果
、
設
計
状
況
、

工
事
指
名
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
。 

　 　
以
前
か
ら
も
こ
の
高
率
な
入
札
結
果
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
か
ら
再
々

指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
対
策
が
何
ら

講
じ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
。
平
成
１６
年
度
の
入
札
結
果
１２
件
、
本
年
度
す

で
に
入
札
し
て
い
る
３
件
、
す
べ
て
の
入
札
率
は
９４
％
以
上
と
高
率
で
あ

る
。 

　
こ
れ
か
ら
単
独
自
立
を
歩
む
日
高
町
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
懸
命
に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
現
状
を
み
る
に
、
改
革
へ
の
認
識
が
非
常
に
甘
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
今
後
は
準
指
名
業
者
を
加
え
て
競
争
力
を
高
め
る
と
と
も
に

業
者
を
対
象
に
研
修
会
を
開
き
、
入
札
率
の
低
下
を
図
る
と
い
う
事
で
あ

る
が
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
求
め
る
の
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
。 

　
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
ま
た
、
行
財
政
改
革
に
お
い
て
も
、
今
後
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
改
善
を
強
く
求
め
て
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
慎
重
審

査
の
結
果
、
全
委
員
一
致
で
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

 

　
と
の
本
会
議
で
の
委
員
会
報
告
の
も
と
、
委
員
長
に
対
す
る
質
疑
を
行

い
全
議
員
一
致
で
本
議
案
は
可
決
さ
れ
た
。
　 

   
   

５
月
２０
日
に
開
会
し
、
報
告 

（
専
決
処
分
）
８
件
、
議
案
１
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
し
た
。 

専
決
処
分 

　
　
　
　
　
　
　 

　（
日
高
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
住
民
税
の
高
齢
者
非
課
税
措

置
を
廃
止
す
る
条
例
改
正
。 

     

　
既
定
の
予
算
額
に
１
億
６
０
６
 

２
万
円
を
追
加
し
、
総
額
４０
億
３
 

４
２
７
万
６
千
円
と
す
る
。 

　
主
な
内
容
は
、
Ｚ
Ｔ
Ｖ
出
資
金

１２
万
円
。
新
世
代
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
と
し

て
１
億
６
０
５
０
万
円
。 

    

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
今
後 

の
町
の
取
り
組
み
は
。 

難
視
聴
の
回
避
、
福
祉
、 

防
災
、
教
育
、
そ
の
他
行
政
全
般

に
つ
い
て
の
広
報
等
に
大
い
に
活

用
し
た
い
。 

町
長
町
長 

町
長 

設
計
額
、
調
査
基
準
価
格
（
最
低
制
限
価

格
）
を
公
表
し
た
中
で
の
競
争
入
札
で
あ
る
が
、

い
つ
も
高
い
落
札
率
だ
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

適
正
な
設
計
の
中
で
の
入
札 

結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

調
査
基
準
価
格
を
公
表
し
て
い
る
が
、
こ 

れ
で
十
分
な
工
事
が
で
き
る
の
か
。 

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

指
名
業
者
選
定
審
査
会
の
今
後
の
対
応
は
。 

今
後
、
工
事
規
模
な
ど
に
応
じ
、
準
指 

名
業
者
（
町
内
に
営
業
所
や
支
店
を
設
け
て
い

る
町
外
の
業
者
）
を
入
札
に
加
え
競
争
力
を
高

め
て
い
く
。 
 

今
後
業
者
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。 

建
設
業
組
合
の
役
員
を
呼
ん
で
、
委
員 

会
の
意
見
を
伝
え
、
指
導
し
て
い
く
。 

　
さ
ら
に
業
者
を
対
象
に
研
修
会
を
開
き
、
工

事
管
理
及
び
コ
ス
ト
削
減
を
し
て
入
札
率
の
低

下
を
図
っ
て
行
く
よ
う
努
力
す
る
。 

総
務
課
長

総
務
課
長 

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

町
長
町
長 

町
長 

助
役
助
役 

助
役 

内原東地区（第2工区）管路施設工事　　　  契約額　　　5，302万5千円（落札率93.7％） 
施工業者      株式会社　　山工業 
工期          　平成18年1月14日 

下水道工事請負契約の締結議案第49号 

いよいよ着工へ（内原駅前） 
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中
央
公
民
館
２
階
を
車 

い
す
で
利
用
の
際
は
、
４
人

で
持
ち
上
げ
な
い
と
い
け
な

い
。 

　
公
民
館
は
文
化
活
動
の
拠

点
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。 

　
車
い
す
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。 

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
一
番
望

ま
し
い
が
、
そ
れ
以
外
に
車

い
す
・
い
す
タ
イ
プ
の
階
段

昇
降
リ
フ
ト
設
置
と
い
う
方

法
も
考
え
ら
れ
る
。 

　
今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方

を
考
え
た
中
で
、
車
い
す
へ

の
対
応
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。 

公
民
館
は
、
昭
和 

４７
年
２
月
に
竣
工
、
３３
年
目

を
迎
え
て
い
る
。 

　
１
階
は
車
い
す
の
利
用
が

可
能
で
あ
る
が
、
２
階
に
つ

い
て
は
階
段
幅
も
せ
ま
く
階

段
昇
降
リ
フ
ト
は
設
置
で
き

な
い
。 

　
平
日
は
職
員
が
車
い
す
を

持
ち
上
げ
対
応
し
て
い
る
。

　
土
、
日
、
夜
間
は
使
用
者

に
よ
る
対
応
を
お
願
い
し
て

い
る
。 

 
い
す
タ
イ
プ
の
リ
フ
ト 

で
あ
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
一
度
調
査
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
ま
た
、
今
後
の
こ
と
を
考

え
た
と
き
に
、
耐
震
診
断
の

問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

耐
震
診
断
を
行
い
、 

そ
の
結
果
を
待
っ
て
車
い
す

で
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。 

 

学
校
に
つ
い
て
は
耐
震 

補
強
が
終
了
し
て
い
る
。 

　
そ
の
他
の
公
共
施
設
に
対

す
る
耐
震
診
断
実
施
計
画
は
。 

予
算
と
の
関
係
も
あ 

り
、
十
分
検
討
す
る
。 

  

中
央
公
民
館
は
、
日
高 

町
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な

施
設
だ
と
考
え
る
。 

　
耐
震
診
断
を
し
た
上
で
、

町
民
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

公
民
館
と
な
る
よ
う
、
総
合

的
な
検
討
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
。 

町
執
行
部
と
一
緒 

に
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

教
育
長

教
育
長 

教
育
長 

教
育
長

教
育
長 

教
育
長 

教
育
長

教
育
長 

教
育
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

昨
年
、
自
立 

の
道
を
選
択
す
る

中
で
、
財
政
計
画

が
示
さ
れ
た
。 

　
行
政
改
革
大
綱

の
策
定
と
絡
め
て

財
政
計
画
の
見
直

し
が
必
要
で
は
。 

今
年
１０
月 

の
県
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
備
え
、
財
政

計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
中
長
期
的

財
政
健
全
化
計
画

を
策
定
し
た
い
。 

 

国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
増

税
や
社
会
保
障
の
負
担
増
が

相
次
ぎ
、
国
民
全
体
で
７
兆

円
も
の
負
担
が
増
え
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

　
そ
ん
な
中
で
住
民
に
と
っ

て
は
、
地
方
自
治
体
が
最
後

の
防
波
堤
と
な
る
。 

　
そ
の
点
を
十
分
理
解
し
た

上
で
住
民
を
守
る
た
め
の
財

政
計
画
、
行
政
改
革
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。 

住
民
福
祉
向
上
を
基 

本
に
努
力
し
て
い
く
。 

車いすで2階は利用しにくい 

階
段
昇
降
リ
フ
ト 
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教
育
長

教
育
長 

教
育
長 

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長 

教
育
委
員
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

今日もおいしく「いただきま～す !!」（志賀小学校） 

こ
れ
か
ら
大
変
暑
い
夏 

に
入
っ
て
い
く
、
一
番
心
配

し
て
い
る
食
中
毒
の
発
生
し

や
す
い
時
期
で
あ
る
。 

　
給
食
委
託
業
者
の
方
で
は

十
分
な
安
全
管
理
に
努
め
て

く
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
学

校
の
配
膳
室
で
は
高
温
が
予

想
さ
れ
、
早
急
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
、
し
っ
か
り
し
た

安
全
管
理
を
す
る
べ
き
だ
。 

搬
入
か
ら
給
食
ま 

で
１
時
間
程
度

配
膳
室
に
保
管

す
る
。 

　
今
後
は
栄
養

士
と
検
討
し
な

が
ら
次
年
度
に

要
望
し
た
い
。 
 

　
　
そ
う
い
う

悠
長
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ら
れ

な
い
と
思
う
。 

事
が
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。 

　
安
全
安
心
は

お
金
に
代
え
ら

れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。 

 

　
私
も
全
く
同

感
で
あ
る
。 

　
我
々
は
給
食

に
取
り
組
ん
で

き
た
そ
の
基
と

な
る
と
こ
ろ
は
、

人
を
良
く
す
る

と
書
い
て
「
食
」、

そ
う
い
う
意
味

か
ら
し
て
万
全
を
期
す
る
の

が
本
意
だ
と
思
う
。 

　
良
い
方
向
で
結
論
を
出
す
。 

 

 

 

　
　
　
保
育
料
の

減
額
施
策
が
廃
止

さ
れ
た
。 

　
こ
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
今
で
も

復
活
し
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
多
い

こ
と
に
つ
い
て
ど

う
か
。 

　
　
　
町
に
と
っ

て
は
、
近
年
に
も

増
し
て
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
と

な
っ
た
。 

　
乳
幼
児
医
療
費

の
就
学
前
ま
で
の
無
料
化
を

存
続
さ
せ
る
ほ
う
が
、
大
勢

の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
も

の
と
思
い
、
１７
年
度
よ
り
廃

止
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。 

　
現
時
点
で
は
復
活
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。 

   

今
回
の
廃
止
に
と
も
な 

っ
て
保
護
者
が
納
得
で
き
な

い
事
が
あ
る
。 

　
本
来
す
る
べ
き
こ
と
を
し

て
い
な
け
れ
ば
こ
う
い
う
問

題
が
起
き
て
く
る
。 

　
あ
る
保
護
者
は
４
人
目
の

子
ど
も
を
２
才
児
保
育
に
入

れ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
無
料
で

あ
っ
た
が
４
万
４
千
円
に
な

っ
た
。 

　
入
所
し
て
初
め
て
聞
か
さ

れ
仕
方
な
く
１
ヶ
月
保
育
し

て
も
ら
い
や
め
た
と
い
う
。 

　
改
正
さ
れ
た
保
育
料
が
４

月
の
保
育
所
の
入
所
ま
で
に

保
護
者
に
全
く
通
知
せ
ず
に

周
知
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

反
省
し
、
今
後
は
そ 

ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
早

く
知
ら
せ
る
。 

 

谷
口
三
叉
路

で
の
夕
方
５
時
か

ら
１
時
間
、
交
通

量
を
調
べ
た
結
果
、

１０
分
毎
に
約
９０
台
、

合
計
５
５
３
台
、

夏
場
は
も
っ
と
増

え
る
。 

　
ま
た
大
き
な
事

故
の
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
。 

　
こ
の
谷
口
三
叉

路
改
良
工
事
に
つ
い
て
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。 

県
道
路
予
算
が
大
変 

厳
し
く
な
っ
た
こ
と
と
、
地

権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
遅
く
な
っ
て
い
る
。 

　
１８
年
度
以
降
に
事
業
実
施

し
て
い
く
。 
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あ～　もったいない　レジ袋 

ひ
と
り
当
た
り
の
レ
ジ 

袋
の
消
費
量
は
年
間
5.5
㎏

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。 

　
町
内
の
買
い
物
に
行
く
人

口
を
６
５
０
０
人
前
後
と
推

定
す
る
と
、
レ
ジ
袋
の
年
間

消
費
量
は
約
３６
ト
ン
に
も
な

る
。 

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の

歳
出
削
減
と
地
球
温
暖
化
防

止
の
両
面
か
ら
買
い
物
袋
を

持
参
す
る
よ
う
町
民
に
呼
び

か
け
て
は
ど
う
か
。 

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。 

　
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
お

知
ら
せ
」
で
呼
び
か
け
る
。 

  

国
は
循
環
型
社
会
形
成 

基
本
計
画
の
中
で
、 

平
成
２２
年
度
に
は 

１０
年
前
の
ゴ
ミ
最

終
処
分
量
を
お
お

む
ね
半
減
し
た
い

と
い
う
目
標
で
あ

る
。 

　
当
町
の
ゴ
ミ
総

量
は
毎
年
増
加
し

て
い
る
が
、
減
量

化
基
本
計
画
に
照

ら
し
て
は
ど
う
か
。 

  　
基
本
計
画
を
立

て
て
い
な
い
。 

　
　
　
県
で
も
廃

棄
物
の
発
生
抑
制

や
再
利
用
促
進
等

の
基
本
計
画
を
立

て
て
い
る
。 

　
勉
強
し
て
対
応

し
た
い
。 

  　
　
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の

削
減
目
標
に
対
し
て
は
ど
う

か
。 

計
画
自
体 

で
き
て
い
な
い
。 

  

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ 

て
い
る
。 法

に
基
づ
い
て
取
り 

組
む
。 

総
務
課
長

総
務
課
長 

保
健
衛
生
課
長

保
健
衛
生
課
長 

保
健
衛
生
課
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

総
務
課
長

総
務
課
長 
保
健
衛
生
課
長

保
健
衛
生
課
長 
保
健
衛
生
課
長 

町
長
町
長 

町
長 

町
長
町
長 

町
長 

行
財 

政
改
革
取

り
組
み
の

現
状
を
伺

い
た
い
。 

　
　
　
平

成
１７
年
度

予
算
で
職

員
給
与
・

特
別
職
の

報
酬
や
事

務
事
業
の

見
直
し
等

行
っ
た
。 

さ
ら
に
、

平
成
２２
年

度
を
目
標

と
し
た
行

革
大
綱
を
作
成
す
べ
く
、
４

月
に
行
革
推
進
本
部
を
立
ち

上
げ
、
現
在
す
べ
て
の
事
務

事
業
の
見
直
し
等
行
っ
て
い

る
。 

  

全
国
の
自
立
を
め
ざ
し 

て
い
る
市
町
村
の
中
に
は
職

員
全
体
の
意
見
を
行
革
大
綱

の
中
へ
反
映
さ
せ
て
い
る
。 

　
ま
た
行
政
は
町
民
の
た
め

に
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
推

進
委
員
を
公
募
し
た
り
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
懇
談

会
な
ど
実
施
し
て
い
る
。 

　
当
町
も
住
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
行
革
に
さ
れ
た
い
。 

十
分
検
討
す
る
。 

  

熊
野
川
町

の
休
耕
田
に
菜

種
を
栽
培
し
て

地
球
温
暖
化
防

止
の
循
環
型
社

会
を
め
ざ
す
取

り
組
み
を
和
歌

山
大
学
と
県
、

地
域
住
民
と
の

共
同
で
実
施
さ

れ
た
。 

菜
の
花
は
観

光
に
、
菜
種
油

は
学
校
や
保
育
所
の
給
食
に
、

油
か
す
は
有
機
肥
料
に
、
使

用
後
の
油
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
し
て
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
に
使
う
と
い
う
サ
イ

ク
ル
で
す
。 

熊
野
川
町
に
は
、
バ
イ
オ

燃
料
精
製
プ
ラ
ン
ト
も
設
置

さ
れ
循
環
サ
イ
ク
ル
が
完
成
。 

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
絵

本
「
あ
ぶ
ら
く
ん
の
な
が
い

旅
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

当
町
で
も
町
お
こ
し
の
参

考
に
さ
れ
た
い
。 

勉
強
し
て
検
討
す
る
。 
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議会のあり方について 

急がれる防災対策（県道御坊由良線） 

東南海・南海地震に備えた 
地方の道路整備の 
促進を求める意見書 

　
「
紀
伊
半
島
に
位
置
す
る

当
町
で
は
、
近
年
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
等
を
生
か
し
た

観
光
産
業
に
よ
る
地
域
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
道
路
整
備
が
最

も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。 

　
ま
た
、
近
い
将
来
予
測
さ

れ
る
「
東
南
海
・
南
海
地
震

」
の
津
波
に
よ
り
、
沿
岸
部

集
落
の
孤
立
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。 

　 

そ
の
た
め
、
緊
急
輸
送
を

担
う
代
替
路
の
整
備
や
、
橋

梁
及
び
法
面
補
強
等
の
防
災

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
実
情
に
鑑
み

真
に
必
要
な
道
路
整
備
が
一

層
推
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
」 

　
右
記
内
容
の
意
見
書
を
全

議
員
の
賛
成
で
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長

他
、
国
の
機
関
に
送
付
し
た 、 。 

　
「
地
方
議
会

は
、
そ
の
最
も

重
要
な
機
能
で

あ
る
立
法
的
機

能
・
財
政
的
機
能
・
行
政
監

督
機
能
を
充
実
強
化
し
、
今

ま
で
以
上
に
行
政
執
行
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
向
上
さ
せ
、

分
権
時
代
に
期
待
さ
れ
る
議

会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
し
か
し
、
現
行
制
度
は
、

議
会
の
招
集
権
が
長
に
あ
る

こ
と
、
付
再
議
権
の
行
使
が

長
の
認
定
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
条
例
や
予
算
が

専
決
処
分
さ
れ
る
例
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
二
元
代
表
制
を

採
用
し
な
が
ら
も
、
長
と
議

会
の
機
能
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、

議
会
本
来
の
役
割
が
発
揮
さ

れ
て
い
な
い
。 

　
さ
ら
に
、
議
員
定
数
の
上

限
値
規
定
、
一
人
一
常
任
委

員
会
の
就
任
制
限
な
ど
の
制

約
規
定
は
、
議
会
の
組
織
・

運
営
を
硬
直
化
し
、
議
会
の

自
主
性
・
自
立
性
を
弱
め
、

議
会
の
活
性
化
を
阻
害
し
て

い
る
。 

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
改

善
の
た
め
の
所
要
の
措
置
を

早
急
に
講
じ
、
分
権
時
代
に

対
応
し
た
新
た
な
地
方
議
会

制
度
を
構
築
さ
れ
る
よ
う
、

強
く
要
請
す
る
。
」 

　
右
記
内
容
の
意
見
書
を
全

議
員
の
賛
成
で
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長

他
、
国
の
機
関
に
送
付
し
た 。 
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　田植えも終わって早や2ヶ月経過し、
西山山頂より日高平野を眺めると稲の
成長も早く、緑のじゅうたんをしきつ
めた田園風景がとてもすばらしい我が
ふる里 !! 
　私たち委員はより一層充実した内容
の紙面をお届けできるように努力を重
ねますので、皆様方のご意見ご感想を
お聞かせいただきたくお願いいたしま
す。 
    　　　　　　　　　　　正之 

５
月
１８
日
、
志
賀
保
育
所
、

志
賀
小
学
校
、
日
高
中
学
校

を
視
察
し
た
。 

志
賀
保
育
所
で
は
、
昨
年

度
行
わ
れ
た
施
設
の
増
改
築

の
状
況
に
つ
い
て
、
今
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
０
、
１
歳
児

の
保
育
状
況
、
防
犯
対
策
に

つ
い
て
聞
い
た
。 

０
、
１
歳
の
ク
ラ
ス
で
は
、

園
児
７
人
に
対
し
、
保
育
士

３
人
が
保
育
に
あ
た
っ
て
い

る
。
防
犯
対
策
で
は
、
園
児

登
園
後
は
、
門
扉
を
閉
め
、

職
員
が
防
犯
ベ
ル
を
携
帯
し

て
い
る
も
の
の
、
苦
慮
し
て

い
る
と
の
話
で
あ
っ
た
。 

志
賀
小
学
校
で
は
、
防
犯

対
策
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。 

小
学
校
と
し
て
の
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
サ
ス
マ
タ

や
催
涙
ス
プ
レ
ー
、
教
室
と

職
員
室
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
な
ど
の
要
望
も
あ
っ
た
。 

日
高
中
学
校
で
は
、
防
犯

対
策
と
学
校
給
食
実
施
状
況

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。 

同
校
で
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
対
応
で
き
な
い
事
態
も

考
え
ら
れ
、
不
審
者
対
策
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る

と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

巡
回
の
警
備
員
配
置
な
ど
も

考
え
て
欲
し
い
と
い
う
要
望

が
出
さ
れ
た
。 

不
審
者
対
策
の
防
犯
訓
練

は
、
昨
年
、
農
改
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
保
育
所
、
小
中
学

校
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
今

年
度
も
、

警
察
等
関

係
機
関
の

協
力
を
得

て
実
施
の

予
定
で
あ

る
。 委

員
か

ら
は
、
小

中
学
校
と

も
に
、
ま

ず
、
門
扉

を
閉
め
る

と
い
う
こ

と
か
ら
す

べ
き
で
あ

る
と
い
う

意
見
が
出

さ
れ
た
。 

昨
年
１０
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
学
校
給
食
は
、
４
月

現
在
９７
％
の
高
い
申
し
込
み

率
に
な
っ
て
い
る
。
献
立
は
、

カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
素
を
計
算

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
食
べ
残
し
に
つ
い

て
は
、
実
施
当
初
に
比
べ
る

と
残
す
率
が
増
え
て
き
て
い

る
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。 

生
徒
に
よ
る
配
膳
、
食
事

の
様
子
は
整
然
と
行
わ
れ
、「
お

い
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
た
。 

0、1歳の保育が始まった（志賀保育所） 

４
月
１４
日

町
内
の
県
道

の
改
良
計
画

に
つ
い
て
、

建
設
課
長
の

説
明
を
聞
い

た
後
、
谷
口

三
叉
路
と
原

谷
の
井
関
御

坊
線
の
改
良

計
画
の
現
場
を
視

察
し
た
。 

ま
ず
、
平
成
１６

年
度
の
工
事
箇
所

は
３
カ
所
で
、
御

坊
湯
浅
線
の
池
田

地
区
は
完
成
、
ま

た
、
御
坊
由
良
線
の
方
杭
地

区
は
本
年
度
舗
装
を
し
て
完

成
、
産
湯
地
区
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
継
続
し
て
事
業

を
進
め
る
。 

次
に
、
現
在
、
要
望
中
の

箇
所
で
あ
る
が
、
ま
ず
井
関

御
坊
線
の
新
鹿
ヶ
瀬
ト
ン
ネ

ル
か
ら
、
町
道
鹿
ヶ
瀬
線
の

入
口
附
近
の
、
す
で
に
２
車

線
化
さ
れ
た
所
ま
で
の
、
１

６
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
に
つ

い
て
は
、
今
の
現
道
を
拡
幅

し
な
が
ら
、
２
車
線
化
す
る

こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。 

次
に
、
谷
口
三
叉
路
の
交

差
点
改
良
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
に
お
い
て
、

用
地
及
び
家

屋
の
鑑
定
を

行
い
、
平
成

１８
年
度
に
用

地
買
収
を
行

い
、
平
成
１９

年
度
に
は
工

事
に
入
る
予

定
。 ま

た
、
小

坂
峠
の
産
湯

へ
の
分
岐
か

ら
、
比
井
の

交
差
点
ま
で

の
改
良
に
つ

い
て
も
、
要

望
し
て
い
る

と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

早
期
改
良
を
（
谷
口
三
叉
路
） 

、 


